































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商品コード 商品名 単価 数量 金額







No． 項目名称 繰返し グループ番号 新要素 要素名
（1） 受注伝票 a 一 受注
（2） 受注番号 b a 受注番号
（3） 日付 C a 日付
（顧客情報） d a 顧客情報
（4） 顧客名 d 顧客名
（5） 顧客コード d 顧客コード
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（6） 顧客住所 d 顧客住所
（担当者情報） e a 担当者情報
（7） 担当者名 e 担当者名
（8） 担当者コード e 担当者コード
（9） 明細 f a 明細
（個別明細） ◎ 9 f 個別明細
（10） 商品コード ○ 9 商品コード
（11） 商品名 ○ 9 商品名
（12） 単価 ○ 9 単価
（13） 数量 ○ 9 数量
（14） 金額 ○ 9 金額







































受注番号 日付 顧客情報 担当者情報 明細 合計金額
顧客名 顧客 顧客住所担当者名 担当者 個別明細
コード コード
商品コード 商品名 単価数量 金額
図4＝受注伝票の木構造表現
21．3練習問題の例
以上の実習に付随して実施するとよいと思われる練習問題の例を以下に
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示しておく。いずれも、XML文書の作成に際して必要となるタグ付けの
規則に関する練習問題である。
（1）BtoBやBtoCなどの電子商取引におけるデータ交換での利用を想
定した上で、CSV、HTML、XMLの特徴を比較せよ。
（2）次の各記述についてXMLとしての間違いを指摘せよ。
（ア）＜a＞〈b＞123＜c＞256＜／b＞＜／c＞〈／a＞
（イ）くa＞book1＜／a＞＜b＞book2〈／b＞
（ウ）＜Pxmlencoding＝”Shift＿JIS’？＞
（エ）＜abニ123＞book＜／a＞
（オ）＜10gatu＞book＜／10gatu＞
（カ）＜月二ワ”＞長月＜／月＞
（キ）＜prob＞123＋222＜234＜／問＞
（ク）＜tel＞く外＞03＜／tel＞＜／外＞
（ケ）＜exp＞2＊＊3＝8く／Exp＞
（コ）＜a＞＜一b一＞＜c／＞＜／一b一＞＜／a＞
（サ）＜／number＞
（シ）＜charef＞＆＃3cく／charef＞
（3）次のXMLインスタンスを木構造表現に直せ。
＜mrOW＞
くmrOW＞
＜msup＞
＜mi＞X＜／mi＞
くmn＞2＜／mn＞
＜／msup＞
くmo＞＋＜／mo＞
＜mrOW＞
＜mn＞4＜／mn＞
＜mi＞X＜／mi＞
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＜／mrOW＞
〈mo＞＋＜／mo＞
＜mn＞4＜／mn＞
＜／mrOW＞
＜n｝O＞ニ＜／mo＞
＜mn＞0〈／mn＞
＜／mrOW＞
（4）日常使っている教科書あるいは参考書の中から1冊を選び、目次を
木構造で表してみよ。また、XML文書化しブラウザで表示してみ
よ。
（5）ある日の新聞から主な記事を複数選び、分類整理せよ。さらにその
見出しをワープロに入力し、XML形式で「私家版新聞記事見出し
データファイル」を作成せよ。
（6）図5に示す社内宛てビジネス文書を分析して、整形式XML文書を
作成せよ。
第004109号平成2 年10月22日支店長各位本社営業統括本部本部長白鴎太郎第24期営業会議開催にっいて（通知）
第24期営業会議を下記により開催いたしますのでご出席下さい。
1．日時平成20年11月12日自9：30至14：30
2．場所本社12階第1会議室
3．提出資料提出期限、様式等（別紙参照）
4．報告事項出席者名、宿泊予定等（別紙参照）
追ってお問い合わせは、本社総務部長までお願いしま真
図5ビジネス文書
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2．2DOMとSVGの応用
次は、JavaScriptとDOMを利用した検索処理と」SVGによる図形描画
処理を理解するための教材の例である。サンプルを用いた概要説明と、そ
れをアレンジしたシステムの作成を実習課題にすることで、約2時間分の
実習時間を想定している。ただし、その前にJavaScriptの学習が2～3時
間必要となる。
2．2、1支店の住所・略地図検索システム
例題（支店の住所・略地図検索システム）
具体例として取り上げるのは）Webぺ一ジから支店名を選択し、その
住所と略地図を表示するシステムである（図6）。支店の住所情報をデー
タベース化するのにXMLを使い、略地図を画像データ化するのにSVG
を使っている。また、検索処理には、スクリプト言語で記述した簡易プロ
グラムを使用する。まずは、システムの利用手順を示す。
鍵支店の住所・略地図検索
支店名：隔鐘墾支触
〒
住所：
TEL：
FA×：
仙台支店
棄京本店
大畷支籍
福岡支濤
地図：
灘響糎藩灘騨琿欝灘琿薄羅灘華薄琿蒋琿苺睡騨騨鞭灘蘇灘灘灘蕩
図6＝支店名の選択
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（操作）システムの利用手順
・この後で紹介される7種のファイルを、すべて1つのフォルダに保存す
る。どのファイルも実体はテキストファイルである。
・Windowsエクスプローラから上記フォルダを開き、メインページであ
るindex．htmlをダブルクリックする。
・図6に示すメインページが開くので、入力フォームから、目的の支店を
1っ選び、［表示］ボタンをクリックする。
・検索が実行され、指定した支店の住所情報が画面左下に、略地図が画面
右下にそれぞれ表示される（図7）。
縫熱難噛墜剃勲索i繍1調騨掃蘇難轟墜聾麟
ヲァ梅レ⑧編集⑮表派込豊お鼠に入りく抄ツ塙タ盤頓想鯵⑱ 獲1
難翻懇
支店の住所・略地図検索
支店名：購ヨ國
〒060一創23
北海道札幌布東区1－
2－3
Tl三L：011－123－2212
FA×：011一葦23－8989
i懸講櫛さ繊
く
圃‘r、一すナヨi懸葺l！繊鷺耗税支鷹擁羅
β地下鉄大遜蝋
［FF㎜騨ンピュータ
??
図7：検索結果の表示
2．2．2システムの動作原理
本システ，ムにおいて、住所情報を検索し表示する仕組みは、おおよそ次
のようになっている（図8）。
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スクリプト
branch．js ②検索
??? 抽出③
支店情報
入力
住所情報④
seIect．htmI
メインページ
index．html
XML文書
branch．xmI
SVG文書のURl
表示
branch．htmI
⑤描画
mapdrw．htmI
略地図
略地図ファイル
SVG文自
図8＝住所情報の検索・表示の仕組み
①メインページ上部のフレームはselect．htm1が担当しており、その入カ
フォームから支店名を選択し、［表示］ボタンをクリックする。
②すると、スクリプトbranchjsが起動する。branchjsはselect．htm1から渡
された支店名を検索キーとして、branch．xm1から同じテキスト情報を
もっ要素を抽出する。
③同じ支店名の要素が見つかると、子要素を辿って、住所1青報（郵便番
号、住所、電話番号等）と、略地図のSVGファイルのURIを抽出する。
④branchjsは、抽出した住所情報をbranch．htmlへ返し、略地図のURI
をmapdrwhtmlに返す。
⑤メインページの左下フレームには住所情報が表示され、右下フレームに
は略地図が表示される。
2．2．3準備するファイル
本システムを構成している各ファイルについて、概要を以下に示す。
（1）支店の略地図ファイル：支店の略地図を「花子」で作成し、SVG
形式で保存する。ここでは、5支店の略地図をSVG化し、それぞれ次の
ファイル名で保存しておく（括弧内は支店名）。sapporo．svg（札幌支店）、
sendai．svg（仙台支店）、tokyo．svg（東京本店）、ohsaka．svg（大阪支店）、
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fukuoka．svg（福岡支店）。
（2）支店の住所情報データファイル：branch．xml
各支店の、支店名、郵便番号、住所、電話番号、ファックス番号、およ
び略地図ファイルのURIを、それぞれマーク付けしてXML文書ファイ
ル化する。これが、今回の検索対象となるデータファイルである（ソース
リスト3）。
ソースリスト3：branch．xmI
＜7xmlversion＝”1．0”encoding＝”Shift＿JIS1？＞
＜branchestitleニ”支店一覧”＞
＜branch＞
くbname＞札幌＜／bname＞
＜zip＞060－0123＜／zip＞
〈address＞北海道札幌市東区1－2－3＜／address＞
くtel＞011－123－2212＜／tel＞
＜fax＞011－123－8989＜／fax＞
くmap＞sapPoro．svg＜／map＞
＜／branch＞
＜branch＞
〈bname＞仙台＜／bname＞
＜zip＞982－0111＜／zip＞
＜address＞宮城県仙台市太白町6－4－7＜／address＞
＜tel＞022－308－1122＜／tel＞
＜fax〉022－308－1111〈／fax＞
＜map＞sendai．svg＜／map＞
＜／branch＞
＜branch＞
＜bname＞東京（本店）＜／bname＞
＜zip＞100－1001＜／zip＞
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＜address＞東京都千代田区大手町1－2－3＜／address＞
〈tel＞03－3123－5432〈／tel＞
＜fax＞03－3112－1234＜／fax＞
＜map＞tokyo．svg＜／map＞
〈／branch＞
＜branch＞
くbname＞大阪＜／bname＞
〈zip＞5304111＜／zip＞
くaddress＞大阪府大阪市南区芝刈7－6－5〈／address＞
〈tel＞06－6633－5412く／tel＞
くfax＞03－6633－2345＜／fax＞
＜map＞osaka．svg〈／map＞
〈／branch＞
＜branch＞
＜bname＞福岡＜／bname＞
〈zip＞812－0012〈／zip＞
くaddress＞福岡県福岡市博多区中央245〈／address＞
＜te1＞092－343－1200く／te1＞
＜fax＞092－343－1234＜／fax＞
くmap＞fukuoka．svg〈／map＞
＜／branch＞
＜／branches＞
（3）メインページ：index．htm1
本システムのいわゆるトップページとなるHTML文書である。な
お、ぺ一ジは3つのフレームに分割され、HTML文書select．html，branch．
html，mapdrwhtmlがそれぞれの表示を担当している。
ソースリスト4：index．htmI
＜！DOCTYPEHTMLPUBLIC㌧／／W3C／／DTDHTML4．01Frameset／／EN”
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”http：／／wwww3．org／TR／REC－html4／frameset．dtd”＞
＜htmllangニ’ja”＞
＜head＞
＜metahttp－equivニ”Content－Type”contentニ”text／htmrcharset＝Shift＿JIS”＞
くtitle＞支店の住所と略地図＜／title＞
＜／head＞
＜framesetrows＝”30％，70％11＞
＜framesrcニ”select．htmrscrollingニ”no”noresizeニ”noresize”
id＝”upPer”nameニ”upPer”／＞
＜framesetcols＝”30％，70％”＞
＜framesrc＝”branch．htmrscrollingニ”autollidニ”ll”nameニ”ll”／＞
＜framesrcニ”mapdrwhtm1”scrollingニ”auto”id＝”lr”nameニ”lr”／〉
＜／frameset＞
＜／frameset＞
＜／html＞
（4）入力フォーム用HTMLファイル：select．htmI
支店名を選択するためのフォームを表示するHTML文書ファイルであ
る（ソースリスト5）。スクリプトヘのリンクが関数呼び出しの形で記さ
れている（23行目）。
ソースリスト5：select．htmI
＜html＞
＜head〉
＜title＞検索条件入力＜／title＞
＜scriptlanguageニ”JavaScript”srcニ1ヒbranchjs”＞＜／script＞
＜／head＞
＜body＞
＜h1〉支店の住所・略地図検索＜／h1＞
＜formid＝”slctfrm”＞
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＜table＞
＜tr＞
＜thalign＝”right■＞支店名：＜／th＞
＜td〉
＜5electname＝”branchlt＞
＜optionvalueニ””selectedニ”selected”＞支社＜／option＞
＜optionvalueニ”札幌”＞札幌支店＜／option＞
くoptionvalue＝”仙台”＞仙台支店＜／option＞
＜optionvalue＝”東京（本店）”＞東京本店く／option＞
＜optionvalueニ”大阪”＞大阪支店＜／option＞
くoptionvalueニ”福岡”＞福岡支店＜／option＞
く／select＞
＜／td＞
＜tdcolspan＝”2”align＝”right”＞
＜inputtypeニ”button”name＝”disp”valueニ”表示”onclickニ”bmchdspO7＞
〈／td＞
く／tr＞
＜／table＞
く／form＞
＜／body＞
＜／html＞
（5）支店の住所表示用ぺ一ジ：branch．html
画面左下のフレームを担当するHTML文書ファイルである（ソースリ
スト6）。住所情報（住所、郵便番号、電話番号、ファックス番号）がこ
こに表示される。
ソースリスト6：branch．htmI
＜html＞
くhead＞＜／head＞
一107一
黒澤和人
＜body＞
＜pidニ”zip”＞〒＜／P＞
＜pid＝Iladd”＞住所：＜／p〉
くpidニ”tel”＞TEL：＜／p＞
＜pid＝”fax”＞FAX：＜／p＞
＜／body＞
＜／html＞
（6）支店の略地図表示用ぺ一ジ：mapdrwhtml
画面右下のフレームを担当するHTML文書ファイルである（ソースリ
スト7）。支店の略地図が表示される。
ソースリスト7：mapdrw．htmI
＜html＞
＜head＞＜／head＞
＜body＞
＜pid＝”map”＞地図：＜／p〉
＜／body＞
＜／html＞
（7）支店情報検索用スクリプト：branchjs
入カフォーム用HTMLファイル（select．html）の23行目から呼び出さ
れる簡易プログラムである（ソースリスト8）。ここではJavaScriptで記
述している。入力フォームから支店名を受け取り（8行目）、XML文書の
branch．xm1上のデータをたどり、該当する支店の住所情報と略地図ファ
イルのURIを取り出し、banch．htmlおよびmapdrwhtmlに返している。
ここでも、XMLのDOMを利用している。
ソースリスト8：branch、js
functionbrnchdsp（）
｛
varvarzip，varadd，vartel，varfax，varmap；
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varstrBranch＝parent．upper．slctfrm．branch．value；
varxmlDocニnewActiveXObject（”Microsoft．XMLDOM”）；
xmlDoc．async＝false；
xm1Doc．10ad（”branch．xmr）；
varbnmlist＝xm1Doc．getElementsByTagName（11bname”）；
varziplist＝xmlDoc．getElementsByTagName（Ilzip”）；
varaddlistニxmlDo6．getElementsByTagName（”address”）；
vartellist＝xm1Doc。getElementsByTagName（”tel”）；
varfaxlistニxmlDoc．getElementsByTagName（1Tax”）；
varmaplist＝xm1Doc．getElementsByTagName（”map”）；
for（iニ0；iくbnmlist．length；i＋＋）｛
if（bnmlist．item（i）．textニ＝strBranch）｛
varzip＝ziplist．item（i）．text；
varaddニaddlist．item（i）．text；
vartel＝tellist．item（i）．text；
VarfaX＝faXliSt．item（i）．teXt；
varmap＝mαplist．item（i）．text；
｝
｝
parent、ILzip．innerText＝”〒”＋varzip；
parent．11．add．innerTextニvaradd；
parent．1LteLinnerText＝1ITEL：”＋vartel；
parent．ILfax．innerText＝”EAX：”＋varfax；
parentユLmap．imerHTMLニ”＜embedsrc＝”＋vamap＋
??idthニ’1000’height＝ユ00αtypeニ’image／svg－xmr”＋
??luginspage＝1http：／／wwwadobe．com／svg／viewer／install／ソ＞”；
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【注意】本システムで利用している検索手法は、SVGファイルに限らず、
他のマルチメディアデータに対しても有効であり、汎用的な簡易データ検
索システムとして利用できる。ただし、JPEG、GIF、PNGなどの従来型
の画像を読み込むときは、embed要素ではなく、img要素を使う。また、
プラグインSVGビューアの指定も不要となる。
【注意】今回のシステムでは単に読み取って表示するだけであったが、
SVGファイルは画像ファイルとはいいながら、実体はテキストファイル
であるため、SVGファイルの中身を検索して動的に変化させて描画する
ことも可能である。
第3章総合的実習教材の展望
社会科学系各学部に「Webサイト制作」を教材として導入することの
意義は、教養共通科目と情報リテラシー教育科目の支援を前提とするとい
う条件付きながら、大きく次の3点に集約できる。
（1）情報を専門としない学部学科においても、情報の基幹分野に一通り
角虫れることができる。
（2）情報分野の複数の基礎的・応用的要素を活用し、システみ構築とい
う、一種のもの作りを体験することができる。
（3）Webコンテンツのテーマは、学部学科の専門性や学生の興味関心
に応じて自由に選ぶことができる。
以上を背景にして、総合的実習教材としてのWebサイト制作の展望を
述べる。
3．1システム化技法に重点を置く場合
Webを取り巻く環境は刻々変化している。特に、商業分野では、多様
な機能をもった、Webユーザビリティの高いWebサイトが次々に立ち上
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げられてきている。これらの仕組みの理解とともに、効果的なWebプレ
ゼンテーション技法の習得が必要である。
また、Webサービスでは、SOAPやWSDLなどの通信プロトコルを利
用して、1つのアプリケーションが、インターネットを介して他のサイト
上で展開されているサービスにメッセージを送信し、そこでの処理結果を
自分のサイト上で結果として表示するといったデータ交換が盛んに行われ
ており、今やWeb技術の中心をなしている。しかしこれらのWebサービ
スは、商用のみならず、行政サービスなどにおいても広く利用されるよう
になってきている。
以上のような観点から、経営学部などでは、Webサイト制作の発展教
材として、次のようなものも有効であると考えられる。
（1）リッチクライアント（たとえば、AjaxやFlashなど）。
（2）XMLとWeb通信
（3）SOARWSDL，UDDI
（4）ビジネスプロセス
これらのいくつかは、既に古典的技術となりつつあるが、学習上重要で
ある。
3．2Web教材の開発という視点で取り組む場合
Webサイト制作を、Web教材の開発という視点で捉え直せば、たとえ
ば
・授業設計とともに、具体的なシステム構築を体験できる
・担当教科内容をコンテンツとして自由に選ぶことができる
・教材研究の重要性を再認識させることができる
などといった効果が期待できる。さらに、インストラクショナル・デザイ
ナーの養成確保にも結び付けられるなどの可能性もあり、特に教育学部に
おける専門情報処理教育の機能を十分に果たすことができると考えられ
る。
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ただし、教育学部においては、実験科学的な要素を教材の中心に置く情
報系授業科目も必要であり、それらとの競合も考えられるので注意が必要
である。
3．3情報化時代と法の問題に重点を置く場合
Webサイト制作の中で、情報倫理や著作権、Webシステムにおけるセ
キュリティの問題等に重点を置く指導を行いたい場合、Webコンテンツ
自体に当該分野の話題を載せようという発想と、Webコンテンツは任意
のものであってよく、むしろWebコンテンツの制作プロセスで情報倫理
や法の順守を考えさせようという発想の2っが考えられる。しかし、いず
れにしろ、情報リテラシー教育でのプレゼンテーション教育の延長線上
に、Webサイト制作を据えられるという利点がある。
実習課題として、たとえば次のようなものが考えられる。
・セキュリティ技術の分類とそのWebコンテンツ化
・判例データベースの構築
・著作権の重要1生を広く訴えることを目的としたWebサイトの制作
おわりに
Webサイト制作を、情報システム分野の一分科と捉えた上で、社会科
学系学部における専門情報処理教育の教材として取り上げることの意義に
ついて述べた。
教材としてのWebサイト制作には、ネットワーク技術とその通史、文
書処理・画像処理・プログラミング・データエ学・システム化技法・情報
セキュリティなどの情報技術、さらにe－Leaming、Webユーザビリティ、
情報倫理といった学際的話題にいたるまで、情報処理分野を構成する基本
的要素が新旧取り混ぜて広範囲かっ豊富に含まれていることが明らかに
なった。
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Webサイト制作の教材化にっいて
このことを前提に、社会科学系各学部の現状に合わせた形での教材の導
入の仕方とその留意点にっいて私見を述べた。
いずれの学部にも共通して言えることは、まず第1に、教養共通科目と
の連携を図ること、第2に情報リテラシー教育科目の重要性を認識するこ
と。その上で、学部学科に適した実習教材の盛り込まれた専門情報処理教
育の検討に入ることである。
たとえば、経営学部においては、Webユーザビリティに主眼を置いた
Webサービス技術の教育、教育学部においては、e－Leamingやインスト
ラクショナル・デザインヘの発展性を意図したWeb教材の作成教育、法
学部においては、情報リテラシー教育科目の充実と、著作権や情報倫理お
よびセキュリティに関する学習を十分に積んだ上での、さらなる実体験の
場としての判例データベースの構築やWebサイトの制作といったことが
考えられる。
本研究における今後の課題は、単元ごとの学生の興味関心の度合や必要
時間数などのデータを収集し、年問を通して取り組める実習教材としての
構成を細部にわたって検討することである。
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